
城南保健生協のかまえ

　２０１５年度、城南保健生協は、上記のス
ローガンを柱に据え、組合員・職員が協力し
てこの「柱」を前進させます。
　広い意味での「健康づくり」を行う城南保
健生協は、地域の方々と一緒に「安心して住
み続けられるまちづくり」のために明確な姿
勢を持って取り組んでまいります。安倍政権
の行おうとしている戦争する国づくりを許さ
ず、人権としての社会保障をめざす運動を広
げていきます。

２０１５年度重点課題

⑴　地域包括ケア時代に向けて、安心
　　して住み続けられるまちづくりの
　　ために「支部の力」を強めます
　●　今年度の組織活動の基本方針は組合員の皆
さんの要求と自発性を重視するということ
です。その上で医療福祉生協連の全国４課
題（①組合員増やし、②出資金増やし、③
班づくり・班会開催、④担い手増やし）を
追求します。

　●　そのために「組織委員会」（仮称）を新し
く立ち上げます。組織委員会の任務として
は、４課題の追求という量的課題のみなら
ず、地域包括ケア時代に対応する、支部分
割を含めた支部活動のあり方などの質的課
題についても検討していきます。

　●　城南３法人の「社保共同組織委員会」から
「生協活動委員会」（仮称）への改編を行
い、３法人の職員の生協活動への参加、共
同組織としての生協の役割の検討、事業活
動と組合員活動の架け橋的な役割を持たせ

ます。
　●　支部は、「お元気ですか訪問」「誕生月訪問」
「６５歳以上訪問」などの組合員訪問に取
り組んでいきます。このために今年度は支
部が訪問の主役となり開始します。支部運
営委員会の未開催支部を克服します。将来
的には組合員が近所の組合員を訪問するな
ど、組合員同士のつながりをつくり「顔の
見える活動」をめざします。

　●　組合員訪問に際しては、誕生日カード、救
急情報キット、長寿お祝い、学習会を企画
してお誘いをするなど、それぞれの支部で
工夫を凝らして実施します。訪問を通じて
「要求を聞いて新しい班会を開催する」「担
い手さがし」「居場所づくり」「一人暮らし
のお年寄りなどの気になる組合員リスト」
「見守り」「よろず相談」「ヘルスチャレンジ」
などの活動につなげていきます。

　●　支部活動の拠点となる場所づくりを全支部
でめざします。

　●　班会の開催については、従来の本部組織職
員主導ではなく、班の自主的運営をめざし
ます。

⑵　経営的に強い生協に
　　　　　　していきます
　●　２０１５年４月の介護報酬マイナス改定に
より城南保健生協の介護事業所も大きな影
響を受けます。

　●　訪問介護事業所は、引き続き独自の初任者
研修を行う中で、介護職員を増やし、「こ
とわらない事業所」を展開し利用者の皆さ
んに寄り添います。

　●　グループホームは家賃の検討等を行ってい
きます。

　●　ゆたか調剤薬局は、組合員さんの処方箋の
集中を呼びかけます。

　●　本部は新しい事業の検討を行っていきま
す。

　●　経営的に強い生協にするために増資に力を
入れます。２０１５年度増資目標を２，０００万
円とします。

　●　物品販売に力を入れ「物品販売委員会」を
立ち上げます。

　●　運動と経営の両面を位置づけて、骨密度測

定会を展開します。

⑶　班会を中心に、健康づくりの
　　取り組みをすすめます
　●　健康体操、脳いきいき等の多彩な班会活動
をもとに、班づくりを大きく前進させます。

　●　高齢者社会に対応して、認知症予防、転倒
予防、骨密度測定会に力を入れていきます。

　●　保健予防活動を重視し、区民健診を全組合
員に呼びかけるとともに、班でまとまって
健診や予防接種を受けに行くなどの活動を
行います。

　●　がん検診をはじめとする自治体検診、アス
ベスト検診、予防接種などの無料化・拡充
を求めて自治体への働きかけを強めます。

　●　各地で行っている「青空健康相談会」の実
施箇所を増やし、協力医療期機関との連携
を強めます。

　●　ヘルスチャレンジ運動に旺盛に取り組み、
組合員の健康習慣の定着をめざします。

　●　健康づくり活動の「数値化、見える化」を
行い、私たちの活動のヘルスプロモーショ
ン活動としての効果を研究します。

⑷　４年連続仲間増やし目標達成を
　●　２０１５年度も７００人の仲間を増やし、４
年連続目標達成をめざします。支部の力を
強める中で、班会、学習会、行事などへお
誘いする中から加入をうったえます。

　●　城南福祉医療協会の病院、診療所の受付に
理事・支部運営委員等が入り、積極的に加
入を呼びかけます。

　●　月間前の準備段階を重視し、月間目標を達
成させます。

⑸　「誰もが安心して住み続けられ
　　るまちづくり」をめざして、
　　今後も多くの団体・個人と力
　　を合わせていきます
　●　原発推進、集団的自衛権の行使容認、秘密
保護法、沖縄米軍新基地建設、社会保障改
悪、消費税増税、憲法改悪等々の国民の声
に耳を閉ざす安倍政権の暴走をとめるため
に力を合わせます。

第２号議案　２０１５年度活動方針（案）
　●　平和憲法のもと戦争をしない７０年の歴史
を守ります

　●　地域の要求に応える「誰もが安心して住み
続けられるまちづくり」をすすめます

　●　支部での活動を充実させていきます
　●　経営的に強い生協にしていきます
　●　地域包括ケアの視点をしっかり持ち、組合
員訪問を大きく展開します

脳いきいきインストラクター養成講座

大田区生活展で骨密度測定を実施

「戦争する国づくり反対」品川パレード



城南保健生活協同組合
第40回通常総代会

● 2015年６月27日㈯
　午後１時〜４時30分

●大田区民ホールアプリコ
展示室

５月17日 春のバスハイク　群馬・めがね橋
５月23日 品川健康まつり　戸越公園
６月 健康ウォークラリー

６月27日 第40回通常総代会
６月 お元気ですか訪問月間（時期検討）
６月 大腸がん検診月間
６月 班づくり月間
７月 なかしんまつり　大森中診療所
７月 全国鵜の木まつり　大田区鵜の木
８月 ドルフィン夏季合宿
９月 城南３法人活動交流会

10～ 12月 仲間増やし月間・訪問行動
10月25日 大田・品川健康まつり
11月 なかしんバザー　大森中診療所
11月 秋のバスハイク
11月 秋の健康ウォークラリー
１月 新春鎌倉ハイキング　鎌倉
２月 第４回組合員文化祭
３月 第６回早春駅伝フェスティバル

2015 年度　活動計画書

支　部 15目標 14目標 14実績 達成率 15目標 14目標 14実績 達成率
西 品 川 60 60 60 100.0％ 20 20 11 55.0％
品 川 5 5 14 280.0％ 5 5 1 20.0％
海岸八潮 20 20 25 125.0％ 100 100 46 46.0％
ゆ た か 75 75 83 110.7％ 230 230 239 103.9％
大 井 10 10 12 120.0％ 20 20 0 0.0％
中 延 40 40 24 60.0％ 120 120 53 44.2％
小 山 10 10 6 60.0％ 5 5 0 0.0％
六 郷 75 75 70 93.3％ 130 130 103 79.2％
羽 田 10 10 4 40.0％ 60 60 10 16.7％
蒲 田 西 5 5 6 120.0％ 10 10 9 90.0％
馬 込 30 30 32 106.7％ 40 40 33 82.5％
池 上 10 10 13 130.0％ 20 20 14 70.0％
う の き 70 70 78 111.4％ 50 50 29 58.0％
大森糀谷 220 220 206 93.6％ 130 130 122 93.8％
大森西北 60 60 67 111.7％ 60 60 65 108.3％
全体合計 700 700 700 100.0％ 1000 1000 735 73.5％

生協組合員仲間増やし目標案　　　　班会目標開催案

　●　城南保健生協は政治団体ではありません。
しかし、安倍政権のすすめる路線のどれを
とっても城南保健生協の方針の柱として掲
げている「誰もが安心して住み続けられる
まちづくり」に相容れないものです。

　●　今後も多くの団体・個人と力を合わせて民
主主義、平和、社会保障等の充実、強化の
ために運動していきます。

⑹　組合員が楽しみ、イキイキと
　　参加できる企画
　●　文化祭、ウォークラリー、バスハイク、健
康まつり、ハイキング、駅伝フェスティバ
ル等、組合員が楽しく健康づくりに役立つ
企画を引き続き行います。

⑺　よろず相談やお元気ですか訪問
　　で、受診控えや孤立死をなくす
　　取り組み
　●　東京南部法律事務所・五反田法律事務所の
弁護士、司法書士グループと一緒に、ます
ます充実したよろず相談にしていきます。

　●　青空健康相談会などでの相談活動を重視
し、経済的理由での受診控えや孤立死をな
くす取り組みを広げます。

⑻　住みやすい大田区・品川区に
　　していくために運動します
　●　大田社会保障推進協議会や品川社会保障推
進協議会とも連携し運動します。

　●　組合員の要求実現のために、署名、請願、
陳情などに力を入れていきます。

⑼　引き続き文化活動を
　　　　紹介していきます
　●　２０１５年度も引き続き組合員の文化要求
に応えてさまざまな演劇、映画をご紹介し
ていきます。

２０１５年度の分野別重点課題

保健予防・健康づくり活動
　●　健康づくり活動の担い手づくりのために、
健康体操サポーター養成講座や保健教室を
より充実させながら開催し、修了生の支部
活動参加を推進するために、保健教室は支

治体の健診受診、大腸がん検診などをすす
めていきます。

　●　保健特別講座をその時々の時宜に合った内
容で、単発の講座を開催していきます。

介護福祉・助け合い活動
　●　大田病院・大田歯科・大森中診療所の無料
低額診療事業の紹介や活用を、積極的にす
すめていきます。

　●　介護を必要とする方が、安心して介護を受
けられる社会となるよう運動をすすめてい
きます。

　●　助け合い・まちづくりにつながる学習会を
企画・実行し、運動を発展させていきます。

　●　介護ホットラインを通して、悩みや不安を
抱える人たちの話を聞き、一緒に考えてい
きます。

　●　「大田病院ボランティアの会」のボランティ
ア組織づくりを引き続きすすめます。　

　●　東京南部生協との連携を強め、地域での見
守りやまちづくりをすすめます。また、「認
知症サポーター養成講座」を共催で大田・
品川の各地で開催していきます。

文化・スポーツの活動
　●　参加することで、組合員相互、職員と組合
員の絆が深まる行事をめざします。

　●　恒例の行事としてはウォークラリー（２
回）、バスハイク（２回）、新春鎌倉ハイキ
ング（１回）、組合員文化祭（１回）、駅伝
フェスティバル（１回）に取り組みます。

　●　行事の宣伝・参加組織の方法などについて
支部が主役となるような取り組みを強め、
支部づくりに役立つ行事をめざします。

　●　大田・品川健康まつりの事務局として参加
するとともに、全支部からの出店や舞台へ
の出演をめざします。

　●　映画上映会や演劇上演会に実行委員会の一
員として参加します。

平和とくらしを守る活動
　●　憲法９条、２５条を活かした運動をすすめ
ます。

　●　班会の中で、憲法・平和、医療制度、介護
保険制度などの内容を盛り込み、学習した
り、署名を広める運動をすすめます。

　●　国民の生存権と国の義務を否定する「社会
保障制度改革推進法」の具体化を許さず、
社会保障の拡充を求め、組合員が主体とな
る運動を広げていきます。

　●　原水爆禁止世界大会に代表を派遣します。
　●　大田・品川の社会保障推進協議会に加盟し
て、それぞれの事務局として引き続き参加
します。
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部主催への移行を検
討します。

　●　認知症予防のための
「脳いきいき班会」
を引き続き、広めて
いきます。

　●　早朝高血圧などの発
見のためにも、家
庭での血圧の自己
チェックをはじめ、
班会、青空健康相談
会などあらゆる機会
で健康チェックをす
すめていきます。

　●　病気の早期発見・早
期治療のために、自

大田・品川健康まつりでフラダンス

虹の家しおかぜで篠笛の演奏会


